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SCIENCE AND ART HISTORY : 
OVERCOMING THE FINAL DIVIDE 
Timon SCREECH* 
Science and art are often taken as complete opposites. Even further apart 
than two genres, they are two disciplines, and most academic institutions 
house them in separate locations -even in separate campuses. But I maintain 
the two are (and throughout history always have been) fundamentally 
entwined. 
Science itself is diverse. Studies into the nature and appearance of 
phenomena cannot but relate to the ways in which people then represent 
those phenomena in pictures. Clearer stil is the case of the science of optics, 





My talk will focus on optical science in the eighteenth century, and 
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日本語で言えば「査中の天」、あるいは空気
〔図4〕。の残った空気ポンプである
空気の欠知は生き物を殺してしまう、逆に
ここで、適当量の空気は物事に活力を与える。
定信の最も有名な建築計画であった京の復興
大内裏（御所）に触れたい。これはいわゆる
平安様式で行われ、その費用は全額が将軍側
から捻出された。この再建された建物に入る
ことになったのは、将軍があまり好ましいと
しかも適職であったとも思っていなかった、
言えない人物、つまり光格であった。光格は
問題の多い人物であった。光格の天皇家に対
する血筋は、家斉と将軍家の関係よりも希薄
であり、そのことでかなりの侮蔑を受けていたといえる。こうして「尊号J事
しかし、平安的な空気を天皇家に復活させたことで、件が起こったのである。
と定信は感じたのであ光格が天皇の血筋に相応しいものとなるかもしれない、
ろう。彼はこの文脈に執着し過ぎていたために空気ポンプを嫌っていたのであ
る。
空気ポンプを操作するための主要な機能は密閉である。完全に密閉するのは
困難であるが、同時にそうしなければ空気が内部に戻って真空状態を作ること
しかもかなり真剣に考えはできない。定信もまた密問機能についてしばしば、
ていた。彼の故郷である白河は古くから天下の境界であった。西行から芭蕉に
いたるまで、白河に旅し、自分が天下の果てに、あるいは文化の境界線上にい
ここで注目したいのは、ることについての感傷を書き記した人は多い。つまり、
平安時代には文化を野蛮なものから隔てていた関所がこの時代にはもはや目に
この不可視の関所の場所を決定するための見えるものではなくなっていたが、
研究を行っていたのが定信であるということである。定信の時代には、白河は
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もはや地の果てではなく、本州の中心に位置していたが、その歴史的背景に捕
われていた彼にとっては、自分はやはり辺境の地から来た人間であったのであ
ろう。日本列島の海岸線に固執したのも同様の意識からであろう。彼は地理的
な限界に達するまで蝦夷開拓を進め、行政を再編成して遠国奉行に大きな重要
性を与え新たに海防奉行を作りだしたD 林子平は、日本橋から漢土やオランダ
までは何の防御もない海であると述べたが、これは定信を憤慨させついには林
子平を捕えるに至る。定信がここまでの怒りに達したのは、林の言葉が真実で
あると気付いていたからである。
美術史的見地からは、定信は文晃に日本の海岸線を描くように依頼している。
おそらくこれによって幕府はどの地を防御するべきかを決定しようとしていた
のであろう。彼は密閉を推進して、日本の「空気」を逃さないようにしていた
のである。このような人物が空気ポンプを嫌うのは当たり前である。彼は密閉
された日本を常に満たしていたかったのである。
ここではどのようにして科学と人文の両文野が重なり合っているか、そして
それがどのように歴史の解釈を高めるかについて述べてきたが、これは小さな
一例であり、他の研究者によってよりこの問題が掘り下げられることを望んで
止まない。
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